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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第36期

第３四半期連結
累計期間

第37期
第３四半期連結
累計期間

第36期

会計期間
自 2022年１月１日
至 2022年９月30日

自 2023年１月１日
至 2023年９月30日

自 2022年１月１日
至 2022年12月31日

売上高 (千円) 29,976,264 32,193,774 41,497,564

経常利益 (千円) 3,311,124 1,580,587 2,982,570

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 8,173,228 911,228 8,605,491

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 9,692,302 1,975,785 9,448,810

純資産額 (千円) 16,011,728 17,744,022 15,768,237

総資産額 (千円) 42,474,050 43,280,607 41,636,820

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 74.48 8.30 78.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 37.6 40.9 37.8
 

 

回次
第36期

第３四半期連結
会計期間

第37期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.78 3.51
 

 (注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループは、グローバル市場で競争力を高めるため、技術動向及び産業

構造・社会環境の変化を踏まえた製品・サービスの開発を強化し、ターゲット顧客市場のニーズに沿った各種ソ

リューションの拡販に努めてまいりました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、日本の売上が好調に推移し、海外における売上が円安進行により円換算額

が増加したことから、売上高は321億93百万円（前年同四半期比7.4％増）となりました。

損益面につきましては、為替変動などの影響から売上原価が上昇し、さらに研究開発費などの海外コストが増加

したことなどから、営業利益は15億81百万円（前年同四半期比0.2％減）となりました。また、前年同四半期は外

貨建資産に対する為替差益19億14百万円を計上しましたが、当四半期は為替差益１億52百万円の計上にとどまった

ことなどから、経常利益は15億80百万円（前年同四半期比52.3％減）となりました。また、前年同四半期は受取和

解金86億12百万円を特別利益として計上しましたが、これは単年度のみの計上であったことなどから、親会社株主

に帰属する四半期純利益は９億11百万円（前年同四半期比88.9％減）となりました。
 

当第３四半期連結累計期間における当社グループの所在地域別セグメントの売上高の概要は、次のとおりです。

〔日本〕

日本では、引き続き営業・サービス体制の増強を図り、ターゲット顧客市場に向けた提案型の営業活動を強化し

てまいりました。そのような取り組みの中で大型案件が増加し、顧客市場では、医療、公共からの受注が好調とな

りました。この結果、売上高は203億78百万円（前年同四半期比8.0％増）となりました。

〔米州〕

米州では、米国で前年同四半期に好調であった大型受注からの反動があり、当四半期の受注は低調に推移しまし

た。そのような中で、連邦政府からの受注は堅調となり、在日米軍基地の居住者向けのサブスク型サービス売上が

好調となりました。この結果、米州での売上高は54億27百万円 （前年同四半期比7.9％増）となりました。

〔EMEA（ヨーロッパ、中東及びアフリカ）〕

EMEAでは、英国政府からの受注が堅調となったものの、前年同四半期に好調であったフランスの政府案件が減少

し、また、旺盛であったベネルクス三国でのIT投資が当四半期では抑制の動きがみられました。この結果、売上高

は40億54百万円（前年同四半期比4.6％減）となりました。

〔アジア・オセアニア〕

アジア・オセアニアでは、効率的な営業活動を目指し、ターゲット顧客市場向けのパートナーや大手販売代理店

の獲得によるチャネル開拓を推進している中、インドや東南アジアでの受注が好調となりました。この結果、売上

高は23億33百万円（前年同四半期比27.2％増）となりました。
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（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は432億80百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億43百万円増加

となりました。これは主に、現金及び預金が15億66百万円減少した一方で、流動資産のその他が15億87百万円、商品

及び製品が10億37百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が４億39百万円増加したことによるものです。

（負債）

負債合計は255億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億31百万円減少となりました。これは主に、契約負

債が15億10百万円増加した一方で、未払法人税等が17億４百万円減少したことによるものです。

（純資産）

純資産につきましては、177億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億75百万円増加となりました。これは

主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が９億11百万円増加したこと、及び為替換算調

整勘定が10億69百万円増加したことによるものです。

　これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ3.1ポイント上昇となる40.9％となりました。

 
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は35億58百万円であります。なお、当第３

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 600,000,000

計 600,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 109,731,545 109,731,545
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 109,731,545 109,731,545 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2023年７月１日～
　2023年９月30日

－ 109,731,545 － 10,019,161 － 211,486

 

 

(5) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   　(2023年９月30日現在)

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

 
400

 

－ －

完全議決権株式(その他)  普通株式 109,717,300
 

1,097,173 －

単元未満株式  普通株式 13,845
 

－ －

発行済株式総数 109,731,545 － －

総株主の議決権 － 1,097,173 －
 

 (注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が4,400株含まれて

おります。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数44個が含まれてお

ります。

      ２　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が71株含まれております。

 ３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

　(2023年９月30日現在)

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 (自己保有株式)

アライドテレシスホール
ディングス株式会社

東京都品川区西五反田
七丁目21番11号

400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00
 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年１月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,051,663 7,485,475

  受取手形、売掛金及び契約資産 7,606,304 8,045,353

  商品及び製品 7,412,575 8,450,035

  仕掛品 798,657 380,490

  原材料及び貯蔵品 2,536,034 2,149,942

  その他 2,288,180 3,875,540

  貸倒引当金 △173,001 △179,623

  流動資産合計 29,520,415 30,207,213

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 2,946,443 3,088,341

   その他（純額） 4,914,308 5,244,112

   有形固定資産合計 7,860,751 8,332,454

  無形固定資産   

   その他 261,790 299,198

   無形固定資産合計 261,790 299,198

  投資その他の資産   

   その他 4,000,800 4,447,627

   貸倒引当金 △6,936 △5,886

   投資その他の資産合計 3,993,863 4,441,740

  固定資産合計 12,116,405 13,073,393

 資産合計 41,636,820 43,280,607

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,997,574 3,624,591

  1年内返済予定の長期借入金 1,104,230 1,074,158

  未払法人税等 1,914,742 210,287

  賞与引当金 639,501 425,338

  契約負債 7,426,880 8,937,392

  その他 ※  4,670,098 ※  4,787,015

  流動負債合計 19,753,029 19,058,784

 固定負債   

  長期借入金 1,397,021 2,440,517

  退職給付に係る負債 567,787 568,486

  リース債務 ※  3,144,175 ※  2,848,734

  その他 1,006,569 620,062

  固定負債合計 6,115,553 6,477,800

 負債合計 25,868,582 25,536,584
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,019,161 10,019,161

  資本剰余金 199,447 199,447

  利益剰余金 4,301,428 5,212,657

  自己株式 △42 △42

  株主資本合計 14,519,994 15,431,222

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 1,198,904 2,268,035

  退職給付に係る調整累計額 8,300 3,725

  その他の包括利益累計額合計 1,207,204 2,271,761

 新株予約権 41,038 41,038

 純資産合計 15,768,237 17,744,022

負債純資産合計 41,636,820 43,280,607
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 29,976,264 32,193,774

売上原価 12,074,892 13,968,623

売上総利益 17,901,371 18,225,150

販売費及び一般管理費 16,315,851 16,643,180

営業利益 1,585,520 1,581,969

営業外収益   

 受取利息 1,174 2,017

 為替差益 1,914,910 152,969

 その他 19,836 20,277

 営業外収益合計 1,935,921 175,265

営業外費用   

 支払利息 200,155 171,829

 その他 10,162 4,817

 営業外費用合計 210,318 176,646

経常利益 3,311,124 1,580,587

特別利益   

 新株予約権戻入益 23,900 －

 受取和解金 8,612,052 －

 固定資産売却益 8,213 4,882

 特別利益合計 8,644,166 4,882

特別損失   

 固定資産売却損 1,690 －

 特別損失合計 1,690 －

税金等調整前四半期純利益 11,953,600 1,585,470

法人税、住民税及び事業税 2,577,256 727,467

法人税等調整額 1,203,115 △53,225

法人税等合計 3,780,371 674,242

四半期純利益 8,173,228 911,228

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,173,228 911,228
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 8,173,228 911,228

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 1,513,403 1,069,131

 退職給付に係る調整額 5,670 △4,574

 その他の包括利益合計 1,519,073 1,064,557

四半期包括利益 9,692,302 1,975,785

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 9,692,302 1,975,785

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(追加情報)

 当第３四半期連結累計期間

(自2023年１月１日至2023年９月30日)

(グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報

告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の

適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　※　財務制限条項

一部の連結子会社は、金融機関とリース契約を締結しております。これらの契約には財務制限条項が付されてお

り、抵触した場合、一部の連結子会社は借入先からの通知により、期限の利益を喪失する可能性があります。主な

内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度（2022年12月31日）

 リース契約

 ① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を2,000,000千円以上に維持するこ

と。

 ② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される営業損益と連結のキャッシュ・フロー計算書上の減価

償却費の合計が２期連続して損失とならないようにすること。

 
当該契約に基づく債務の前連結会計年度末残高は、リース債務（流動負債）339,157千円及びリース債務（固定

負債）2,086,714千円であります。

 
当第３四半期連結会計期間（2023年９月30日）

 リース契約

 ① 各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を2,000,000千円以上に維持するこ

と。

 ② 各年度の決算期における連結の損益計算書に示される営業損益と連結のキャッシュ・フロー計算書上の減価

償却費の合計が２期連続して損失とならないようにすること。

 
当該契約に基づく債務の当第３四半期連結会計期間末残高は、リース債務（流動負債）384,629千円及びリース

債務（固定負債）2,063,390千円であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

  
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

減価償却費 739,427千円 812,982千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

　　配当金支払額

　 　該当事項はありません。　

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年９月30日)

　　配当金支払額

　　　該当事項はありません。　

　

EDINET提出書類

アライドテレシスホールディングス株式会社(E01867)

四半期報告書

13/19



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 18,863,958 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,976,264 － 29,976,264

(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

156,794 2,990 11,405 8,911,332 9,082,522 △9,082,522 －

計 19,020,753 5,030,654 4,261,929 10,745,450 39,058,786 △9,082,522 29,976,264

 セグメント利益 328,547 656,195 155,552 405,712 1,546,007 39,512 1,585,520
 

(注) １　ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去150,438千円及びセグメント間取引に係る棚卸資産の

調整額等△110,923千円が含まれております。

 ３　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年１月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

計

売上高        

(1) 外部顧客への売上高 20,378,804 5,427,006 4,054,507 2,333,455 32,193,774 － 32,193,774

(2) セグメント間の
   内部売上高又は振替高

188,913 52,817 61,411 8,678,645 8,981,788 △8,981,788 －

計 20,567,718 5,479,824 4,115,919 11,012,100 41,175,562 △8,981,788 32,193,774

 セグメント利益 531,455 766,980 220,877 108,494 1,627,807 △45,837 1,581,969
 

(注) １　ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去144,716千円及びセグメント間取引に係る棚卸資産の

調整額等△190,554千円が含まれております。

 ３　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第３四半期連結累計期間(自　2022年１月１日 至　2022年９月30日)

  (単位：千円)
 

 
報告セグメント

合計
日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

一時点で移転される財及びサー
ビス

11,414,823 3,475,766 4,006,301 1,756,906 20,653,797

一定の期間にわたり移転される
財及びサービス

7,302,502 1,551,897 244,222 77,211 9,175,833

顧客との契約から生じる収益 18,717,326 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,829,631

その他の収益(注)２ 146,632 － － － 146,632

外部顧客への売上高 18,863,958 5,027,664 4,250,523 1,834,117 29,976,264
 

(注) １　ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２　「その他の収益」は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）の範囲に

含まれるリース取引等による収益であります。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2023年１月１日 至　2023年９月30日)

  (単位：千円)
 

 
報告セグメント

合計
日本 米州 EMEA(注)１

アジア・
オセアニア

一時点で移転される財及びサー
ビス

11,138,115 3,669,331 3,745,611 2,212,043 20,765,103

一定の期間にわたり移転される
財及びサービス

8,988,701 1,757,675 308,895 121,411 11,176,684

顧客との契約から生じる収益 20,126,817 5,427,006 4,054,507 2,333,455 31,941,787

その他の収益(注)２ 251,986 － － － 251,986

外部顧客への売上高 20,378,804 5,427,006 4,054,507 2,333,455 32,193,774
 

(注) １　ヨーロッパ、中東及びアフリカ。

２　「その他の収益」は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）の範囲に

含まれるリース取引等による収益であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年１月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益 74円48銭 ８円30銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 8,173,228 911,228

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

8,173,228 911,228

普通株式の期中平均株式数(株) 109,731,075 109,731,074

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

2013年３月14日取締役会決
議に基づく新株予約権につ
いては、2022年３月26日を
もって権利行使期間満了に
より失効しております。

－

 

 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

      該当事項はありません。　　　

 
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
 

　
2023年11月14日

アライドテレシスホールディングス株式会社

　取　締　役　会　  御　中

 

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所
 

　
　

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 中   川   正   行  

 

 
 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 村　　山　　　　　拓  

 

 
監査人の結論

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアライドテレシ

スホールディングス株式会社の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（2023年７月１日から2023年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年９月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アライドテレシスホールディングス株式会社及び連結子会社の

2023年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
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認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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